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【当該研究の状況】
　アゲハ蝶の幼虫の病気の原因は、核多角体ウイ
ルス（NPV）である。
　感染経路・病理的影響・バイオコントロールの利
用（次のページに詳細あり）

【先行研究への問題意識】
なぜ偶然にアゲハ幼虫が
NPVをカプセルや胞子を接
種してしまうのか？

【RQに対する仮説】
①アゲハ幼虫が核多角体ウイルスに感染するメカニズムは何か？
→空気中にウイルスがいるのではないか。
②核多角体ウイルスに感染したアゲハ幼虫を救う方法はないのか？
→無いと思う。あるのだったら調べたら出ると思う。

【研究内容・方法】
①アゲハ幼虫が核多角体ウイルスに感染するメカニズムついての文献調査をする。
②核多角体ウイルスに感染したアゲハ幼虫を救う方法はないのか、文献調査をする。

【結果の詳細】
①アゲハ幼虫は、核多角体ウイルス（ NPV）が付着した植物
の葉を食べることで感染する。ウイルスは「オクルージョン
体」と呼ばれる殻に守られていて、消化器官で溶けるとウイ
ルス粒子が放出される。これが昆虫の腸の細胞に入り込
み、感染が全身に広がり、最終的に昆虫を病気にさせる。ま
た、感染した昆虫の行動を変えて、感染拡大を促進すること
もある。

②現在、NPVに感染したアゲハ幼虫を治療する薬はなく、感
染を防ぐことが主な対策である。 NPVは農作物の害虫を減ら
すために使用されることもあるが、これは虫を治療するため
ではなく、他の虫への感染を防ぐためのものだ。新たな治療
法の研究は進められていますが、現時点で有効な治療法
は見つかっていない。

【考察】
僕はアゲハ幼虫が核多角体ウイルスに感染す
るメカニズムを知れたことを光栄に思うが、核
多角体ウイルスに感染したアゲハ幼虫を治療
する薬がないことは残念だ。

【結論】アゲハ幼虫は、核多角体ウイルスが
付着した植物を食べる事で感染する。
核多角体ウイルスに感染した幼虫を救う方法
はない。

【今後の課題】
本当は尾状突起の役割についても調べたかっ
たが、病気についてしぼったため、できなかっ
た。次はそれについてもやりたい。いつかアゲ
ハ幼虫のために治療薬を作りたい。
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【研究目的】本研究は、アゲハ幼虫が核多角体ウイルスに感染したときのメカニズムと救う方法
を明らかにすることが目的である。

【結果(RQや仮説に一言で回答すると)】
アゲハ幼虫は核多角体ウイルス（NPV）に汚染された食物を摂取することで感染し、感染後の治
療法は現在存在しないため、予防が重要である。

【RQ】①アゲハ幼虫が核多角体ウイルスに感染するメカニズムは何か？
　　　②核多角体ウイルスに感染したアゲハ幼虫を救う方法は何か？
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